
原稿「道草」…漱石晩年の作品『道草』の反古（ほご）原稿。
全102回連載の内、当館が所蔵する草稿15枚は、第33回と

第39回分の一部である。 漱石の伝記的な要素が強い作品

と評され、 家族や親族との不和や葛藤が描かれる。 飛び

散ったインクの跡は、原稿に向かう漱石の姿を種々に想像さ

せる。

東北大学附属図書館は、本学における学術情報流通の中核

として情報基盤の重要な部分を担い、研究者・学生及び職員

が必要とする情報資源の収集、創成、組織化並びに提供を通

じて本学における教育・研究活動を支援する。

さらに、国内外並びに地域社会における学術研究の進展及び

文化の振興に寄与する。（ミッション声明より）
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HISTORY

●1907年6月
　東北帝国大学設置
●1911年6月
　図書館設置
●1915年12月
　医科分館（現・医学分館）
　設置
●1916年6月
　官制改正により図書館を附属図
書館に改称
●1925年12月
附属図書館本屋（現・史料館）竣工

●1947年9月
　農学部図書室開設
●1949年5月
　学制改革により新制・東北大学
に改組
●1957年4月
　富沢分校 分館設置
　医科分館を
　医学部分館に改称
●1958年9月
　富沢分校分館が移転し、
　川内分校分館に改称

●1963年7月
　記念資料室（現・史料館）設置
●1964年4月
　教養部分館（旧・川内分校分館）
設置
●1965年7月
国連寄託図書館に指定
●1966年1月
　調査研究室設置
●1967年8月
　工学部中央図書室設置

●1970年1月
　OECD寄託図書館に指定
●1972年4月
　教養部分館廃止、本館に統合
医学部分館を医学分館に改称
●1973年11月
　本館全面開館
●1974年4月
　農学部分館（現・農学分館）設置
●1978年4月
　工学分館設置
　農学部分館を農学分館に改称

●1982年4月
　北青葉山分館設置
●1983年9月
EC資料センター（現・EUi）
に指定
●1987年9月
　図書館情報処理
　ネットワークシステム
　全面稼働

●1990年5月
　本館2号館開館

●2000年11月
　記念資料室廃止
（史料館に転換）
●2007年3月
　東北大学機関リポジトリ
TOUR公開
●2009年2月
　本館耐震改修工事終了

●2011年3月
　東日本大震災により被災
●2011年6月
附属図書館創立100周年
●2014年10月
　本館リニューアル開館
●2016年12月
　農学分館
　（雨宮キャンパス）閉館

●2017年4月
農学分館
（青葉山コモンズ内）
開館
●2021年5月
　医学分館リニューアル
　開館
●2023年11月
北青葉山分館リニューアル
　開館
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農学分館（1979年竣工）本館（1972年竣工）医学分館（昭和初期）東北大学附属図書館（大正末～昭和初期）

工学分館（1980年竣工） 北青葉山分館（2023年改修）
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TOPICS

ネーミングライツ事業開始
NIPPON SANSO LIBRARY 工学分館 2026.2-　  
TEL Innovation Hub X (本館メインフロア) 2026.3-

PRRLA　Annual Meeting 2025
（10/29-10/31）

環太平洋地域の大学図書館長・司書が60名以上参加し、
AIを使った業務改善の取り組みなどを発表しました。

ToUDAワークショップ＆シンポジウム
「人文情報学を用いた仏教文献学
基盤構築 ― 東
北大学総合知
デジタルアーカ
イブの可能性を
求めて」 
（12/3-12/4）

入館・貸出は学生証
に代わり、スマホの東
北大アプリで完結し
ます。

APC支援事業 

2025年度は電子ブックの支
援開始、ジャーナルも対象出
版社を拡大し実施中。詳細は
特設サイト（学内限定）へ。

ILL費用が、
全額大学負担に

学内の方のILL費用は
すべて、大学の負担と
なりました。

企画展「わたしたち、
ここにいました」
（10/18-12/21）

東北大アプリに
対応しました。

本館メインフロアに
個室ブース2基が設
置されました。

2025.10-

個室ブース

ToUDA特別展
「災害を伝える」
（11/17-12/14）

2025.4-2025.4-

 2025.10-

2025年度のトピックス



STATISTICS

■機関リポジトリ収録数

8万5千件

■蔵書数

422万冊国立大学図書館で
第4位

本学の研究成果を
公開しています

洋書の電子ブックが
大幅に増えました。

■電子ブック購読数

374万コマ貴重資料等のデジタル
公開を進めています

■デジタルアーカイブ
公開数

1万5千種

87万冊

研究に欠かせない学術情報として
充実を図っています

■電子ジャーナル購読数

数字で見る附属図書館



COLLECTION

　秋田県大館出身の教育者・思想家である狩野
亨吉（かのうこうきち）の収集したコレクション。和
漢書を中心に10万冊を超える。「古典の百科全書」
「江戸学の宝庫」とも称され、国宝2点もこの文庫
に含まれる。

　夏目漱石の旧蔵書約3千冊から成るコレクショ
ン。漱石自身の書き込みがある図書が多数存在
し、この他、日記、ノート、原稿・草稿など、本文庫か
ら数多く全集へ収録される。漱石研究における貴
重な基礎資料となっている。

　多田等観が、ダライ・ラマ13世の信頼を受け、チ
ベットでの勉学を終えた際下賜されたもの。大蔵
経のなかでも本学所蔵のデルゲ版は、校訂の精確
さと印刷の鮮明さを備え、その目録は「東北目録」
として世界的に参照される。

狩野文庫 漱石文庫 チベット大蔵経

▶絵本狂歌山満多山（やままたやま）

▶「渡航日記」

▶「西蔵大蔵経」（デルゲ版）

　秋田氏は本姓を安藤（安東）とし、中世の東北地
方北部から北海道方面にかけて勢力を誇った大
名。秋田家史料とは、この秋田家に伝来した典籍・
文書類。大名家の文化的側面を示す詠草や肖像
画、政治的側面を示す内書、法規類、覚書などから
成る。

　東北帝国大学時代からの本学教授陣により、
代々収集されてきた和算の一大コレクション。その
他の旧蔵書も追加し現在約2万冊にのぼる。狩野
文庫に含まれる和算関係資料と合わせ全国有数
の質と量を誇る。

　進化論で知られるチャールズ・ダーウィンが自然
選択説を提唱した著作の初版。他にも本学は、
ダーウィンの研究協力者オーウェンの自筆献辞の
ある「ビーグル号航海の動物学」を所蔵する。

秋田家史料 和算関係文庫 『種の起源』初版

▶安東愛季（ちかすえ）肖像

▶「算法量地術」

▶「種の起源」初版（1859）

　「類聚国史」は、菅原道真が編纂にあたり892年に完成した歴史書。本来存
在する205巻のうち現存するのは62巻であり、その他の史書を補う貴重な記
述を含む。当館が所蔵する「巻第二十五」は平安末期の書写で最古の写本の
一つとされる。

国宝「類聚国史巻第二十五」平安時代末期

▶「類聚国史 巻第二十五」平安時代末期

　「史記」は、司馬遷によって編纂された古代の歴史書。本書は、文章博士を輩
出した大江家に伝来した祖本を大江家国が書写し、訓点を施したもの。本巻
は宋刊本に先行する特徴を残す。大江家の学風が窺われ、年代が明記された
「史記」としては我国で最古のもの。

国宝「史記孝文本紀第十」延久5年（1073）

▶「史記 孝文本紀第十」延久5年（1073）

所蔵コレクション
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八木山動物公園八木山動物公園

農学分館（青葉山コモンズ）

附属図書館・部局図書室

●本 館
●文学研究科・文学部図書室
●教育学研究科・教育学部図書室
●法学研究科・法学部図書室
●経済学研究科・経済学部図書室 
●東北アジア研究センター図書室 

川内キャンパス

●北青葉山分館
●理学研究科数学専攻研究資料室
●理学研究科物理学専攻図書室
●NIPPON SANSO LIBRARY 工学分館

●情報科学研究科数学図書室 

●農学分館

青葉山キャンパス

●法政実務図書室 
●金属材料研究所図書室
●流体科学研究所図書室
●電気通信研究所図書室
●多元物質科学研究所図書室 

片平キャンパス

●医学分館
●歯学研究科・歯学部図書室

星陵キャンパス

仙台市営地下鉄東西線
仙台市営地下鉄南北線 ※地図は距離・方角などが実際と異なります。

　最寄駅の参照にお使いください。
　地下鉄仙台駅から青葉山駅までの所要時間は約9分です。※各館・室の開館時間やアクセス方法はウェブサイトをご覧ください。

東北大学特定基金
「図書館のみらい基金」のご案内

狩野文庫 「海幸」「山幸」一筆箋

附属図書館オリジナルグッズは
大学生協で購入できます！

当館所蔵の貴重資料「漱石文庫」「狩野文庫」をモチーフとし
たオリジナル文具を大学生協で販売しています（川内店の
み）。資料に関心を寄せるきっかけになれば幸いです。どうぞご
利用ください。

附属図書館では2019年3月に「図書館
のみらい基金」を設置し皆様のご支援
を呼び掛けています。主たる目的として
「貴重な資料をウェブサイトから閲覧い
ただくためのデジタルコレクションの構
築」、「貴重書展示会や講演会等のイベ
ント実施」、「図書館設備の充実」などを
掲げています。是非ご支援を検討くだ
さいますようお願いいたします。

夏目漱石 一筆箋

詳細はQRコードから
東北大学の基金の
サイトをご覧ください。

編集・発行東北大学附属図書館
〒980-8576 仙台市青葉区川内27-1　tel:022-795-5911／fax:022-795-5909

@hagi_no_suke

X（旧Twitter）

https://www.library.tohoku.ac.jp

WEB

tohoku_univ_lib

Instagram

2026年4月1日

youtube.com/@user-vt8pg1oo5h

YouTube
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